
道路拡幅と沿道空間形成（由利本荘市停車場栄町線）	 

秋田さきがけ	 
2012年4月11日	 



由利本荘市からの受託事業	 



2012.4　幅員18ｍへ変更	 

2012.4　地区計画の決定	 

2013.3　まちづくり協定の締結（カラーコーディネイト等）	 

都市計画の決定	 

道路拡幅と沿道景観形成（2013年から事業スタート）	 

　　・大門・本町通まちづくり委員会	 

　　・アドバイザー：建築家，大学教員（県大都市アメ研）	 

2011年建築学会大会　発表	 



《２つの事業特性》	 

①	 地域活性化の事業（レベルアップ）	 

　　　例：	 観光需要の喚起	 

　　　　	 

	 

	 

②	 生活と文化の持続性確保の事業（レベルの維持）	 

　　　例：伝統文化・文化財の継承	 

	 

　　	 

2010年度建築学会　発表	 

まちづくり事業	 



直接利用価値：建物を見て得られる価値

間接利用価値：街並み形成の価値（部分的役割の負担、波及）

オプション価値：現在は関心はないが、将来関心が高まり利用することが
あり、可能性を残すことに対する価値

代位価値：現在において、他者が良好な建物、街並みを見ることができるこ
との可能性を残す価値（都市のプライド）

遺贈価値：後世の人が、貴重な建物、街並みを見ることの可能性を残す価値

存在価値：存在自体に対する価値（文化的環境）

《価値分類》

・利用価値

・非利用価値

自然環境、文化資本同様に、市場では取り引きできない価値の計測、CVM（仮想市場法）	
	

歴史的建築物である「関善賑わい屋敷」（鹿角市）	 

文化財の継承と地域活性化	 



「来街者」の支払い意思額曲線/　ターンブル法	 
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計画学講座：山口邦雄	 

	 

ＫＥＹ　ＷＯＲＤＳ	 

	 

　　　　・マスタープラン，中心市街地	 

　　　　・城下町，歴史的市街地	 

　　　　・街並み景観	 

　　　　・公共空間	 

　　　　・路地，歩行空間，コミュニティ	 

　　　　・歴史的建造物の再生活用	 

　　　　・まちづくり，地域活性化	 

　　　	 

この間の学生指導	 


